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今月の掲載記事
生涯に一度の登録と年に一度の狂犬病予防注射は義務です
CIVIC NEWS
まちのわだい

特集
介護予防・日常生活支援総合事業が始まります
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介護予防・日常生活支援
　　総合事業が始まります
～住み慣れた地域で元気に暮らすために～

　高齢化が進むにつれ、一人暮らしの高齢者や高齢者だけの世帯、認知症高齢者が増加していくことが予想さ

れています。「介護予防・日常生活支援総合事業」は、高齢者が住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けてい

けるように、介護サービス事業者をはじめ、NPOやボランティア、地域の皆さんにも参加してもらい、地域全

体で高齢者を支える取り組みです。心身に不安がある人は介護予防のため、元気な人は支える側として積極的

に参加しましょう。

地域の実情に合った支援
市町村の判断により地域の社会資源や多様な人材を活用し、効率的・

効果的なサービスの提供を行います。

多様な生活支援のニーズに対応
高齢者のみの世帯や一人暮らしの高齢者が増える中、ごみ出しや買い

物といった日常生活を支えるさまざまな支援について、地域で支える

仕組みづくりを考えます。

生きがいや役割を持った介護予防
地域での見守りやボランティアなど、高齢者が生活支援の担い手とし

ての役割を持つことで、社会参加を通じた介護予防活動に取り組みま

す。

切れ目のない介護予防
要支援から自立、自立から要支援と、心身の状態が変化しても、切れ

目なくサービスを受けることで重症化を予防します。

介護予防・日常生活支援総合事業の目指すもの

要介護認定

要支援

1・2の人

非該当

の人

市地域包括支援センターにご相談ください

基本チェックリスト

生活機能が低下しているかどうかを判断し、利

用できる事業を判定

介護予防・生活支援サービス

事業対象者（事業対象者）
自立した生活が送れる人

介護予防サービスや、介護予防・生活支

援サービス事業を受けるためのケアプラ

ンを作成

介護予防・生活支援サービス

事業を受けるためのケアプラ

ンを作成

介護予防サービスを利用

介護保険

介護予防・生活支援サービス事業を利用

一般介護予防事業を利用

介護予防・日常生活支援総合事業

　

介
護
保
険
法
が
改
正
さ
れ
、
4
月
1
日
か

ら
要
支
援
1
・
2
の
人
が
利
用
で
き
る
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
「
介
護
予
防
訪
問
介

護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）」
と
「
介
護
予
防
通

所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）」
が
介
護
保
険

の
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
か
ら
、
え
び
の
市
が

実
施
す
る
介
護
予
防
の
た
め
の
「
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
（
以
下
総
合

事
業
）」
に
移
行
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
市
が
中
心
と
な
っ
て
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
て
、
住
民
等
の
多
様
な
主
体
が

参
画
し
、
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
す
る
こ

と
で
、
地
域
の
支
え
合
い
体
制
づ
く
り
を
推

進
し
、
要
支
援
者
等
に
対
す
る
効
果
的
か
つ

効
率
的
な
支
援
等
を
可
能
と
す
る
こ
と
を
目

指
す
も
の
で
す
。

２
種
類
の
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
可
能

　

総
合
事
業
に
は
「
介
護
予
防
・
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
事
業
」
と
「
一
般
介
護
予
防
事
業
」

の
2
種
類
が
あ
り
ま
す
。利
用
で
き
る
人
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

■
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

○
要
支
援
1
・
2
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人

○
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
で
生
活
機
能

が
低
下
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
た
人
「
介
護

予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
対
象
者（
以

下
事
業
対
象
者
）

■
一
般
介
護
予
防
事
業

○
65
歳
以
上
の
す
べ
て
の
人

　

ま
ず
、
市
介
護
保
険
課
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
内
容
に

よ
っ
て
、利
用
で
き
る
事
業
を
判
定
し
ま
す
。

最近、少し体が動かしにくくなってきました。
総合事業のサービスを利用するにはどうすればよいですか？Q

A
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○介護予防・生活支援サービス事業の内容

自分ではできない日常生活上の行為がある場合

に、ホームヘルパーなどの専門家による支援、

調理、掃除、洗濯などの支援が受けられます。

通所介護施設で、入浴や排せつ、食事などの日

常生活上の支援を日帰りで受けることができま

す。また運動機能の向上のためのプログラムも

あります。

◎訪問型サービス
（これまでの介護予防訪問介護と相当のサービス）

◎通所型サービス
（これまでの介護予防通所介護と相当のサービス）

○一般介護予防事業の内容

自治会主体で地区の公民館で行っています。

週に1回集まり、重りを使った筋力運動や脳を活

性化させる体操等を行います。いすに座って行う

運動が主ですが、重りをつけて運動することで筋

力がついて、膝や腰などの痛みの改善、歩行状態

の安定につながっています。

みなさん楽しく参加され、元気になっています。

ヨガ、ボールエクササイズ、ストレッチ等自宅で

行える体操に、脳を活性化する知的刺激も加えな

がら楽しく体を動かし、健康になることを目的と

した運動教室です。3カ月ごとに内容・講師が交

替しますので、同じ会場でいろんな運動を体験で

きます。

◎はつらつ百歳体操

◎はつらつフィットネス

◎サポーター養成講座
まず自分が健康になることの知識や運動方法につ

いて学び、市や地域で行っている介護予防のサポ

ーターとして活動できる人を養成しています。

運動・栄養・口
こうくう

腔・認知症等の講話と百歳体操の

ポイントについて学ぶ講座です。2時間を6回の講

座で、4回以上受講するとサポーターとして認定

されます。

◎介護予防普及啓発事業
市内4つの在宅介護支援センターや市地域包括支

援センターの職員が、高齢者の集まる場所等へ出

向き、介護予防についての講話や体操等を行いま

す。

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
判
定

　

相
談
時
に
は
、
総
合
事
業
の
利
用
で
き
る

事
業
を
判
定
す
る
た
め
に
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
を
受
け
て
も
ら
い
ま
す
。

　

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
り
、
介
護
予

防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
と
判
断
さ

れ
た
場
合
は
、
事
業
対
象
者
と
な
り
ま
す
。

事
業
対
象
者
は
、
介
護
認
定
を
受
け
る
必
要

は
な
い
の
で
、
迅
速
な
サ
ー
ビ
ス
利
用
が
可

能
と
な
り
ま
す
。
事
業
対
象
者
に
は
、
市
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
、
本
人
や
家
族
の

希
望
、生
活
機
能
の
状
態
な
ど
を
ふ
ま
え
て
、

ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
で
き
る
だ
け
自
立

し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。

　

な
お
、
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

事
業
以
外
の
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
場
合
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
介
護
認
定

が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、総
合
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
に
、

見
守
り
を
目
的
と
し
た
配
食
サ
ー
ビ
ス
や
緊

急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
貸
与
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
、

一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
介
護
保
険
課
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
介
護
保
険
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
35
‐
１
１
１
２
（
課
直
通
）

要支援1・2および基本チェックリストにより生活機能が低下していると判断された人（事業

対象者）を対象に提供するサービスです。日常生活でのさまざまな身体介護や生活援助など

のサービスを行います。市地域包括支援センターのケアマネジメントで専門職による支援が

必要と判断された場合に使えるサービスです。

65歳以上のすべての高齢者およびその支援のための活動に関わる人を対象に提供するサービ

スです。さまざまな活動に参加し、元気なうちから介護予防に努めることが大切です。
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犬
の
飼
い
主
の
義
務
と
し
て
、
犬
の
生
涯

に
一
度
の
登
録
と
年
1
回
の
狂
犬
病
予
防
注

射
が
あ
り
ま
す
。
き
ち
ん
と
登
録
し
、
鑑
札

を
付
け
て
い
れ
ば
、
万
が
一
、
愛
犬
が
放
れ

捕
獲
さ
れ
た
場
合
で
も
、
す
ぐ
に
飼
い
主
に

連
絡
さ
れ
ま
す
。
年
1
回
の
狂
犬
病
予
防
注

射
は
、
ウ
イ
ル
ス
性
の
感
染
症
で
あ
る
狂
犬

病
（
発
病
す
る
と
人
間
で
も
１
０
０
％
死
に

至
る
恐
ろ
し
い
病
気
）
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
狂
犬

病
予
防
法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防

注
射
を
、
次
ペ
ー
ジ
の
日
程
表
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。
未
登
録
・
登
録
事
項
の
変
更
・

犬
の
死
亡
な
ど
の
届
け
出
も
で
き
ま
す
。

生
涯
に
一
度
の
登
録
と

年
に
一
度
の

狂
犬
病
予
防
注
射
は

義
務
で
す

生涯に一度の登録と年に一度の狂犬病予防注射は必ず受けましょう

犬の登録と狂犬病予防注射日程表

※予備日は、１回目の日程で予防注射を接種できなかった
犬が対象ですのでご注意ください。

日　付 会　場 時　間

4 月 10 日
（月）

前松原公民館 9：00 ～    9：20

松原公民館 9：30 ～    9：50

牧の原公民館 10：00 ～ 10：10

榎田公民館 10：20 ～ 10：40

東川北公民館 10：50 ～ 11：20

4 月 13 日
（木）

大溝原公民館 9：00 ～    9：30

西郷公民館 9：40 ～ 10：10

湯田公民館 10：20 ～ 10：50

永山公民館 11：00 ～ 11：30

4 月 14 日
（金）

尾八重野コミュニティセンター 9：00 ～    9：30

東長江浦上公民館 9：40 ～ 10：00

西長江浦上公民館 10：10 ～ 10：30

西長江浦下営農研修センター 10：40 ～ 11：00

東長江浦下公民館 11：10 ～ 11：30

4 月 17 日
（月）

今西公民館 9：00 ～    9：20

池島公民館 9：30 ～ 10：10

西上江公民館 10：20 ～ 10：30

中上江公民館 10：40 ～ 11：00

上上江公民館 11：10 ～ 11：40

4 月 19 日
（水）

灰塚公民館 9：00 ～    9：10

栗下地区営農研修館 9：20 ～    9：50

麓（加）公民館 10：00 ～ 10：20

市役所本庁 10：30 ～ 11：30

4 月 21 日
（金）

南原田公民館 9：00 ～    9：30

中原田公民館 9：40 ～ 10：00

五日市公民館 10：10 ～ 10：30

苧畑コミュニティセンター 10：40 ～ 11：00

大明司公民館 11：10 ～ 11：40

4 月 24 日
（月）

白鳥公民館 9：00 ～    9：30

末永公民館 9：40 ～ 10：00

田代公民館 10：10 ～ 10：40

出水公民館 11：00 ～ 11：20

4 月 26 日
（水）

北昌明寺公民館 9：00 ～    9：20

吉田温泉・鹿の湯 9：30 ～    9：50

西川北公民館 10：00 ～ 10：30

下島内公民館 10：40 ～ 11：30

4 月 28 日
（金）

堀浦多目的集会施設 9：00 ～    9：40

上大河平公民館 9：50 ～ 10：20

下大河平公民館 10：30 ～ 11：00

東原田公民館 11：10 ～ 11：40

日　付 会　場 時　間

5 月 1 日
（月）

山内公民館 9：00 ～    9：10

前田公民館 9：20 ～ 10：00

坂元公民館 10：10 ～ 10：30

高野畜産管理センター 10：50 ～ 11：10

5 月 9 日
（火）

西内竪公民館 9：00 ～    9：10

東内竪公民館 9：20 ～ 10：00

南岡松公民館 10：10 ～ 10：50

岡松運動場 11：00 ～ 11：20

溝ノ口公民館 11：30 ～ 11：40

5 月 11 日
（木）

旧岡元保育所 9：00 ～    9：20

下浦公民館 9：30 ～    9：40

上向江公民館 9：50 ～ 10：10

中浦・熊野神社 10：20 ～ 10：40

上島内公民館 10：50 ～ 11：20

5 月 12 日
（金）

飯野駅前地区体育館 9：00 ～ 10：10

飯野出張所 10：20 ～ 11：30

5 月 15 日
（月）

亀沢公民館 9：00 ～    9：30

柳水流公民館 9：40 ～ 10：00

南昌明寺・湯園公民館 10：10 ～ 10：30

真幸出張所 10：40 ～ 11：30

予　備　日

5 月 23 日
（火）

下大河平公民館 9：00 ～    9：20

飯野駅前地区体育館 9：30 ～ 10：00

中上江公民館 10：10 ～ 10：30

坂元公民館 10：40 ～ 10：50

飯野出張所 11：00 ～ 11：40

5 月 25 日
（木）

麓（加）公民館 9：00 ～    9：20

西郷公民館 9：30 ～    9：50

栗下地区営農研修館 10：00 ～ 10：20

市役所本庁 10：30 ～ 11：40

5 月 30 日
（火）

旧岡元保育所 9：00 ～    9：20

南岡松公民館 9：40 ～ 10：00

南昌明寺・湯園公民館 10：10 ～ 10：20

下島内公民館 10：30 ～ 10：50

真幸出張所 11：00 ～ 11：40

【
対
象
の
犬
】
生
後
91
日
以
上
の
犬

【
料
金
】
登
録
料
３
０
０
０
円
（
登
録
し
て

い
な
い
犬
）

注
射
料
３
０
０
０
円

◎
持
参
す
る
も
の
＝
通
知
書
、
愛
犬
手
帳
ま

た
は
鑑
札
（
登
録
し
て
い
る
犬
の
み
）

※
会
場
に
は
、
犬
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る

人
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

※
体
調
の
悪
い
犬
、
ま
た
は
1
カ
月
以
内
に

他
の
病
気
の
予
防
注
射
を
し
た
ば
か
り
の
犬

に
つ
い
て
は
、
注
射
会
場
の
獣
医
師
ま
た
は

動
物
病
院
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
移
動
の
関
係
で
時
間
に
制
限
が
あ
り
ま

す
。
時
間
厳
守
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
市
民
環
境
課
生
活
環
境
係

☎
35
‐
３
７
３
１
（
直
通
）
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CIVIC NEWS
市政ニュース

基
調
講
演「
肥
薩
線
・
吉
都
線
に

み
る
木
造
駅
舎
の
特
徴
」で
、
肥

薩
線
全
線
と
え
び
の
駅
を
あ
わ

せ
、
古
い
木
造
駅
舎
が
密
集
し

て
残
っ
て
い
る
全
国
で
も
ま
れ

な
地
域
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し

ま
し
た
。
ま
た
、
大
隅
横
川
駅
、

嘉か
れ
い
が
わ

例
川
駅
、
え
び
の
駅
の
各
地
域

で
活
性
化
の
実
践
活
動
を
行
っ
て

い
る
団
体
の
代
表
者
に
よ
る
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

問
市
企
画
課
政
策
係

☎
35
‐
３
７
１
２（
直
通
）

木
造
駅
舎
で
ま
ち
お
こ
し

過
疎
地
域
活
性
化
講
演
会

　

2
月
17
日
、
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
で
、
過
疎
地
域
活
性
化
講
演

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
え
び
の
市

を
走
る
Ｊ
Ｒ
吉
都
線
・
肥
薩
線
に

は
、
独
特
な
佇
ま
い
で
多
く
の

人
々
を
魅
了
し
て
い
る
木
造
駅
舎

が
存
在
し
ま
す
。こ
の
講
演
会
は
、

そ
の
駅
舎
に
、
地
域
に
あ
る
資
源

と
し
て
光
を
あ
て
、
そ
の
価
値
を

地
域
住
民
で
共
有
し
、
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
に
活
用
し
て
い
く
こ
と

を
目
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

講
演
会
で
は
、
熊
本
大
学
五
高

記
念
館
客
員
教
授
磯
田
桂け

い
し史

氏
が九州の鉄道開通図を解説する磯田氏

これからの駅舎の活用などについて意見を交わしました

も
ち
い
た
取
り
組
み
か
ら
～
」と

い
う
演
題
で
、
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
回
想
法
と
は
、
昔
の
思
い

出
を
語
り
合
い
脳
を
刺
激
す
る
こ

と
で
、
認
知
機
能
の
改
善
が
期
待

さ
れ
る
心
理
療
法
の
こ
と
で
す
。

　

松
田
氏
は
、「
思
い
出
を
話
せ

る
場
を
つ
く
り
、
共
有
し
ま
し
ょ

う
。
聴
か
せ
て
く
だ
さ
い
と
い
う

気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で

す
」と
話
し
ま
し
た
。

問
市
介
護
保
険
課
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー

☎
35
‐
１
１
１
2（
課
直
通
）

思
い
出
話
か
ら
心
通
わ
せ
て

認
知
症
カ
フ
ェ
公
開
講
座

　

2
月
17
日
、
飯
野
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、
認
知
症
カ

フ
ェ
公
開
講
座
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
認
知
症
の
人
と
の

関
わ
り
方
に
つ
い
て
学
び
、
認
知

症
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
講
座

に
は
、
は
つ
ら
つ
サ
ポ
ー
タ
ー
を

中
心
に
約
１
１
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

講
座
で
は
、
講
師
に
認
知
症
ケ

ア
上
級
専
門
士
の
松
田
ヒ
ト
ミ
氏

を
招
き
、「
認
知
症
の
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
～
回
想
法
を

回想法について語る松田氏

　

表
彰
後
に
は
、
福
松
養
護
教
諭

が「
生
涯
を
通
じ
て
健
康
の
保
持

増
進
が
で
き
る
児
童
の
育
成（
2

年
次
）
～
「
生
き
る
力
」を
育
む

歯
の
健
康
教
育
を
通
し
て
～
」と

題
し
て
、
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
演
会
に
は
、
宮
崎
県
の
前
教

育
長
で
あ
る
宮
崎
県
立
美
術
館
館

長
の
飛
田
洋
氏
が
講
師
と
し
て
招

か
れ
、「
心
や
さ
し
き
名
も
無
き

英
雄
を
育
て
た
い
」と
い
う
演
題

で
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

問
市
学
校
教
育
課
教
育
係

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
４
１
５
）

一
貫
教
育
充
実
を
目
指
し
て

教
育
論
文
表
彰
式
・
部
会
報
告
会
・
一
貫
教
育
講
演
会

　

2
月
15
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー

で
、
平
成
28
年
度
市
教
育
論
文
表

彰
式
、
一
貫
教
育
に
係
る
各
部
会

等
報
告
会
、
一
貫
教
育
講
演
会
が

行
わ
れ
、
市
内
の
教
職
員
な
ど
、

約
１
４
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

市
教
育
論
文
表
彰
で
は
、
79
点

の
応
募
の
中
か
ら
、
最
優
秀
賞
に

真
幸
小
学
校
の
福
松
加
菜
養
護
教

諭
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
表
彰
を
受

け
福
松
養
護
教
諭
は「
こ
れ
か
ら

も
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
、
え
び

の
一
健
康
な
真
幸
小
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。教育論文で最優秀賞を受賞した福松養護教諭

講演を行う飛田氏

市
長
は
、「
え
び
の
の
特
性
を
生

か
し
た
新
し
い
産
業
に
よ
っ
て
、

え
び
の
の
ブ
ラ
ン
ド
力
が
向
上
す

る
こ
と
に
期
待
し
て
い
ま
す
」。

大
森
伸
昭
代
表
取
締
役
社
長
は
、

「
え
び
の
の
素
晴
ら
し
い
自
然
と
、

あ
た
た
か
い
人
柄
に
ほ
れ
て
進
出

を
決
め
ま
し
た
。
市
と
一
体
と

な
っ
て
、
世
界
に
挑
戦
で
き
る
よ

う
な
キ
ャ
ビ
ア
の
生
産
を
目
指
し

ま
す
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

問
市
観
光
商
工
課
企
業
誘
致
・
商

工
振
興
室

☎
35
‐
３
７
２
７（
直
通
）

国
産
キ
ャ
ビ
ア
を
生
産

企
業
立
地
協
定
調
印
式
「
株
式
会
社
鰻ま
ん
ら
く楽

」

　

2
月
8
日
、
市
と「
株
式
会
社

鰻
楽
」が
、
企
業
立
地
協
定
を
結

び
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
の
産
業

の
振
興
と
安
定
的
な
雇
用
の
拡
大

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
結
ば
れ
た

も
の
で
す
。

　

こ
の
協
定
に
よ
っ
て
、同
社
は
、

え
び
の
市
で
チ
ョ
ウ
ザ
メ
の
養
殖

を
行
い
、
キ
ャ
ビ
ア
の
生
産
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

現
在
、
3
月
中
の
完
成
を
目
指

し
て
、
東
長
江
浦
地
区
に
31
面
の

養
殖
池
を
建
設
中
で
す
。

　

協
定
の
締
結
に
あ
た
り
、
村
岡

協定を結んだ村岡市長と大森代表取締役社長
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資
産
と
負
債
の
バ
ラ
ン
ス
は

市
民
一
人
当
た
り
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

　

市
で
は
、「
現
金
主
義
・
単
式

簿
記
」
に
よ
る
現
行
の
地
方
自
治

体
の
会
計
制
度
に
「
発
生
主
義
・

複
式
簿
記
」
と
い
っ
た
企
業
会
計

的
要
素
を
取
り
込
ん
だ
新
地
方
公

会
計
制
度
に
基
づ
き
、
一
般
会
計

を
中
心
と
し
た
普
通
会
計
に
公
営

事
業
会
計
（
国
保
、
後
期
高
齢
、

介
護
、
水
道
事
業
、
病
院
事
業
）

お
よ
び
関
係
団
体
（
西
諸
広
域
行

政
事
務
組
合
等
）
を
連
結
し
た
財

務
書
類
（
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
、
行

政
コ
ス
ト
計
算
書
、
純
資
産
変
動

計
算
書
、
資
金
収
支
計
算
書
）
を

作
成
、
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
平
成
27
年
度
決
算
分
の

財
務
書
類
を
も
と
に
、
市
の
財
政

状
況
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る

よ
う
、
市
民
一
人
当
た
り
に
換
算

し
た
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成
し

ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　

財
務
書
類
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
え
び
の
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト（
貸
借
対
照
表
）

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
貸
借
対
照

表
）
と
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
た
め
に
保
有
す
る
資
産

■連結財務書類の対象となる会計・団体・法人

■市民一人当たりのバランスシート

■連結決算日　平成 28 年 3月 31 日

■総資産合計　539 億 7,489 万 9 千円、人口 20,329 人（平成 28 年 3月 31 日現在）

団体・会計の区分 会計名または組織名

普通会計 一般会計

保険等事業会計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計（保険事業勘定）

介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）

公営企業会計
水道事業会計

病院事業会計

一部事務組合・広域連合

西諸広域行政事務組合

宮崎県後期高齢者医療広域連合

宮崎県自治会館管理組合

地方公社・第三セクター等 該当なし

行
政
サ
ー
ビ
ス
実
施
主
体

え
び
の
市

関
係
団
体

公
営
事
業
会
計

貸方（固定資産や株、預貯金などの資産） 借方（資産を手に入れるために払ったお金と借金）

○土地や建物などの公共資産
217 万円

○借金（負債）
59 万 6千円

○株などへの投資
21 万 8千円

○すでに支払った額（純資産）
205 万 9千円

○現金・預金
26 万 7千円

　※うち国庫・県支出金で支払った額
56 万 9千円

資産合計
265 万 5千円

負債・純資産合計
265 万 5千円

（
財
産
）
と
、
そ
の
資
産
を
ど
の

よ
う
な
財
源
（
負
債
、
純
資
産
）

で
賄
っ
て
き
た
か
を
総
括
的
に
対

照
表
示
し
た
財
務
書
類
で
す
。
表

内
の
資
産
合
計
額
（
貸
方
）
と
負

債
・
純
資
産
合
計
額
（
借
方
）
が

一
致
し
、
左
右
が
均
衡
（
バ
ラ
ン

ス
）
し
て
い
る
こ
と
か
ら
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

問
市
財
政
課
財
政
係

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
３
８
２
）

○固定資産課税台帳等の縦覧

○固定資産課税台帳の閲覧

　固定資産税の納税者が、自己の土地や家屋と他の土地や家屋の評価額（所有者の情報は除く）
を比較して、適正であることを確認する制度です。

　納税義務者は、固定資産課税台帳のうち、自己の資産が記載された部分について、一年を通し
て閲覧することができます。また、借地人・借家人等も借りている土地・家屋の閲覧をすること
ができます。

縦覧期間 4月 3日（月）～ 4月 28 日（金）（ただし、土・日曜を除く）
午前 8時 30 分～午後 5時 15 分

縦覧場所 市税務課窓口（市役所本庁 2階）、飯野出張所、真幸出張所

縦覧対象者と範囲

縦覧対象者 縦覧範囲 記載事項

土地の固定資産税の納税者
（代理人または納税管理人） 土地価格等縦覧帳簿 所在地（地番）・地目・地積・

評価額

家屋の固定資産税の納税者
（代理人または納税管理人） 家屋価格等縦覧帳簿 所在・家屋番号・種類・構造・

床面積・評価額

縦覧に必要なもの ・納税通知書、課税明細書または運転免許証など本人と確認できるもの、印鑑
※代理人の場合、委任状の提出が必要です。

手数料 無料（帳簿の写しの交付はできません）

閲覧期間 4月 3日（月）～通年（ただし、土・日曜、祝日、年末年始を除く）
午前 8時 30 分～午後 5時 15 分

閲覧場所 市税務課窓口（市役所本庁 2階）、飯野出張所、真幸出張所

閲覧対象者と範囲

閲覧対象者 閲覧範囲
①固定資産の所有者 所有している固定資産
②土地を有償で借りている人 借りている土地
③家屋を有償で借りている人 借りている家屋および敷地である土地
④固定資産の処分をする権利を有する一定の人 権利を有する固定資産

閲覧に必要なもの

・納税通知書、課税明細書または運転免許証など本人と確認できるもの
・閲覧対象者のうち、上記の②③④に該当する人は、それらを確認できるもの（賃貸借
契約書など）
・印鑑
※代理人の場合、委任状の提出が必要です。

手数料 閲覧は 1件につき 200 円（縦覧期間中は無料）。写しの交付は 300 円。
（証明書発行を除く）

課
税
台
帳
等
の
縦
覧
・
閲
覧

土
地
・
家
屋
の
確
認
が
で
き
ま
す

　

平
成
29
年
度
の
固
定
資
産
税
に

関
す
る
土
地
ま
た
は
家
屋
の
価
格

な
ど
に
つ
い
て
の
縦
覧
・
閲
覧
が
、

４
月
3
日
（
月
）
か
ら
始
ま
り
ま

す
。

　

例
え
ば
、「
自
分
の
固
定
資
産

税
が
い
く
ら
に
な
る
の
か
知
り
た

い
」、「
自
分
の
土
地
・
家
屋
と
他

の
土
地
・
家
屋
の
評
価
額
を
比
較

し
て
、
適
正
で
あ
る
か
知
り
た

い
」、「
今
年
に
な
っ
て
土
地
を

買
っ
た
が
、
そ
の
土
地
が
ど
の
よ

う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
の
か
知
り

た
い
」な
ど
と
お
考
え
の
場
合
は
、

こ
の
機
会
に
、
固
定
資
産
課
税
台

帳
等
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

縦
覧
・
閲
覧
に
つ
い
て
は
、
以

下
の
と
お
り
で
す
。

※
固
定
資
産
の
評
価
は
、
総
務
大

臣
が
定
め
た
固
定
資
産
評
価
基
準

に
基
づ
い
て
行
わ
れ
、
そ
の
価
格

を
決
定
し
、
そ
れ
を
も
と
に
課
税

標
準
額
を
算
定
し
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
し
て
決
定
さ
れ
た
価
格
や
課

税
標
準
額
は
、
固
定
資
産
課
税
台

帳
に
登
録
さ
れ
ま
す
。

問
市
税
務
課
固
定
資
産
係

☎
35
‐
3
7
3
5
（
直
通
）
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7
団
体
に
よ
る
吹
奏
楽
や
大
正
琴

の
演
奏
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
の
生

涯
学
習
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
9
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
行

わ
れ
た
生
涯
学
習
オ
カ
リ
ナ
講
座

の
皆
さ
ん
も
出
演
し
、
オ
カ
リ
ナ

の
柔
ら
か
い
音
色
を
響
か
せ
て
い

ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
市
民
約
４
5
０
人

が
来
場
し
、
発
表
が
終
わ
る
た
び

に
あ
た
た
か
い
拍
手
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。

【
生
涯
学
習
功
労
者
】

春
口
貞
子
さ
ん（
地
域
婦
人
連
絡

学
習
の
成
果
を
披
露

生
涯
学
習
振
興
大
会

　

2
月
26
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー

で
、「
田
の
神
さ
あ
学
び
の
里
い

き
い
き
フ
ェ
ア
平
成
28
年
度
生
涯

学
習
振
興
大
会
」が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
生
涯
学
習
の
振
興
と

定
着
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎

年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

大
会
で
は
、
生
涯
学
習
功
労

者
、
家
庭
教
育
標
語
優
秀
作
品
受

賞
者
、
図
書
館
を
使
っ
て
調
べ
る

コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
者
の
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
表
彰
式
後
に
は
、
市
内生涯学習功労者受賞の謝辞を述べる濱田さん

家庭教育標語最優秀賞を受賞した長谷川さん

に
同
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

飯
野
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

☎
33
‐
０
０
３
０

※
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

備
品
の
整
備
等
に
対
し
て
助
成
を

行
い
、
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展

な
ど
に
寄
与
す
る
た
め
の
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

問
市
民
協
働
課
市
民
協
働
係

☎
35
‐
１
１
１
8（
直
通
）

地
域
の
健
全
な
発
展
を
応
援

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
の
宝
く
じ
助
成
を
活
用
し
、

市
東
部
自
治
会（
飯
野
地
区
）に
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
道
具
一
式
な

ど
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
整
備
さ
れ
た
の
は
、
ク
ラ

ブ
、
ボ
ー
ル
、
ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
、

テ
ン
ト
、
放
送
機
器
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
、
ス
ク
リ
ー
ン
等
で
す
。
地

域
で
の
行
事
等
で
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

道
具
等
は
、
飯
野
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
保
管
し
て
あ

り
ま
す
。
利
用
す
る
際
は
、
事
前整備されたグラウンドゴルフ道具など

宝
く
じ
助
成
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
備
品
を
整
備

図書館を使って調べるコンクール最優秀賞を受賞した瀬戸崎さん

生涯学習オカリナ講座の成果を披露しました

協
議
会
会
長
、
子
育
て
支
援
、
学

校
支
援
で
地
域
福
祉
に
貢
献
）

濱
田
喜
八
郎
さ
ん（
郷
土
芸
能
保

存
会
役
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
子

ど
も
た
ち
へ
の
郷
土
芸
能
の
継
承

啓
発
に
貢
献
）

上
畠
實さ

ね
ゆ
き行
さ
ん（
東
原
田
八
幡
さ

く
ら
会
会
長
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の

活
動
の
充
実
と
地
域
活
性
化
に
貢

献
）

【
家
庭
教
育
標
語
優
秀
作
品
受
賞

者
】

［
最
優
秀
賞
］長
谷
川
も
こ
さ
ん

（
飯
野
小
学
校
5
年
）

［
優
秀
賞
］黒
木
七な

な
せ星
さ
ん（
加
久

藤
中
学
校
3
年
）、
加
治
佐
未み

く来

さ
ん（
上
江
中
学
校
2
年
）、
北
別

府
虹こ

う
き輝
く
ん（
岡
元
小
学
校
2
年
）

【
図
書
館
を
使
っ
て
調
べ
る
コ
ン

ク
ー
ル
受
賞
者
】

［
最
優
秀
賞
］瀬
戸
崎
文あ

や
か香
さ
ん

（
飯
野
小
学
校
6
年
）

［
優
秀
賞
］山
本
乃の

あ愛
さ
ん（
真
幸

小
学
校
5
年
）

問
市
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

☎
35
‐
３
７
１
９（
課
直
通
）

で
、
独
自
性
を
持
っ
た
ま
ち
づ
く

り
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
」。
村
岡
市
長
は
、「
い
た
だ

い
た
答
申
書
の
趣
旨
を
十
分
に
尊

重
し
、
え
び
の
な
ら
で
は
の
施
策

を
も
っ
て
課
題
解
決
に
向
け
た
取

り
組
み
に
注
力
し
て
い
き
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
後
期
基
本
計
画
の
着

実
な
実
施
に
努
め
、
活
力
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

問
市
企
画
課
政
策
係

☎
35
‐
３
７
１
２（
直
通
）

後
期
基
本
計
画
を
審
議

え
び
の
市
総
合
開
発
審
議
会
が
答
申
書
を
提
出

　

2
月
7
日
、
え
び
の
市
総
合
開

発
審
議
会
か
ら
市
に
、「
第
５
次

え
び
の
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画（
案
）」に
対
す
る
答
申
書
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。同
審
議
会
で
は
、

昨
年
11
月
に
市
長
か
ら
の
諮
問
を

受
け
、
同
計
画（
案
）に
つ
い
て
審

議
を
重
ね
、
答
申
書
を
ま
と
め
ま

し
た
。
同
審
議
会
の
松
元
國
治
会

長
は
、「
人
口
減
少
や
若
い
世
代

の
定
着
な
ど
、
市
が
直
面
す
る
課

題
は
多
く
あ
り
ま
す
。
市
民
と
行

政
の
協
働
を
さ
ら
に
進
め
、
常
に

先
駆
的
な
取
り
組
み
を
行
う
こ
と

答申書を手にする村岡市長と松元会長
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2
月
22
日
、
市
役
所
で
「
2
0
1
6

道
の
駅
グ
ラ
ン
プ
リ
」
の
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

道
の
駅
え
び
の
は
、
日
本
自
動
車
連

盟
（
J
A
F
）
九
州
本
部
が
昨
年
の
10

月
か
ら
12
月
に
行
っ
た
「
あ
な
た
の

イ
チ
オ
シ
道
の
駅
グ
ラ
ン
プ
リ
」
で
、

道の駅えびのがグランプリ獲得
「2016道の駅グランプリ」表彰式

投
票
総
数
1
万
2
4
7
6
票
の
う
ち
、

1
1
3
9
票
を
獲
得
し
、
九
州
・
沖
縄

の
道
の
駅
で
第
1
位
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
J
A
F
宮
崎
支
部
百

野
支
部
長
か
ら
村
岡
市
長
へ
表
彰
楯
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

2
月
19
日
、
え
び
の
市
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
「
平
成
28
年
度
え

び
の
市
婦
人
の
つ
ど
い
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
同
つ
ど
い
に
は
、
市

民
約
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
つ
ど
い
で
は
、
県
立
飯
野
高

等
学
校
校
長
塚
本
讓
二
氏
が
「
こ

れ
か
ら
の
学
校
教
育
が
目
指
す
も

の
～
地
域
と
の
連
携
を
と
お
し
て

～
」
と
題
し
て
講
演
を
行
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
バ
ザ
ー
や
大
正
琴
、
舞

踊
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、
参
加
者
は
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

平成 28 年度えびの市婦人のつどい

交流を深めて地域づくり

　

2
月
24
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー

で
「
平
成
28
年
度
自
衛
隊
入
隊
入

校
者
激
励
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
春
、
自
衛
隊
に
入
隊
入
校
す
る

え
び
の
出
身
者
は
8
人
で
す
。

　

激
励
会
で
は
、
入
隊
入
校
者
に

村
岡
市
長
が
あ
い
さ
つ
。
防
衛
大

臣
と
宮
崎
県
知
事
か
ら
ビ
デ
オ
で

激
励
の
こ
と
ば
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

入
隊
入
校
者
を
代
表
し
て
緒
方

真ま

ほ歩
さ
ん
が
、「
仲
間
と
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
学
び
、
社
会
に
貢
献

で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま

す
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

平成28年度自衛隊入隊入校者激励会

えびの出身者8人が入隊入校

　

３
月
5
日
、
今
西
地
区
の
香
取
神
社

と
田
代
地
区
の
天
宮
神
社
で「
打
植
祭
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
祭
り
は
、
宮

崎
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
祭
り
で
は
、
香
取
神
社
の
女
神

が
天
宮
神
社
の
男
神
を
迎
え
に
行
く
と

豊作を祈願
香取・天宮神社で打植祭

い
う
神
話
を
も
と
に
、
地
区
民
が
両
神

社
を
行
き
来
し
、
神
事
な
ど
を
行
い
、

豊
作
を
祈
願
し
ま
す
。

　

祭
り
で
は
、馬
追
い
や
カ
ギ
引
き（
作

占
）、農
民
役
の
2
人
に
よ
る
狂
言
（
打

植
）
な
ど
が
行
わ
れ
、
地
区
民
が
豊
作

を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

2
月
19
日
か
ら
26
日
ま
で
「
第

6
回
福
島
の
子
ど
も
た
ち
宮
崎
に

来
ん
ね
キ
ャ
ン
プ
！
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
放
射
能
の
影

響
で
外
遊
び
が
制
限
さ
れ
て
い
る

福
島
県
の
親
子
に
、
宮
崎
県
の
観

光
や
農
業
体
験
な
ど
で
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
も
ら
お
う
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ア
ー
ス
ウ
ォ
ー
カ
ー
ズ
の
主
催

で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

2
月
23
日
、
福
島
県
の
親
子
5

組
15
人
が
、
え
び
の
市
上
江
の
西

田
農
園
を
訪
問
。
餅
つ
き
や
ニ
ン

ジ
ン
の
収
穫
等
を
体
験
し
、
笑
顔

が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

第6回福島の子どもたち宮崎に来んねキャンプ！

農業体験でリフレッシュ

　

2
月
11
日
、
え
び
の
市
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
で
、「
小
中
学
生
英

語
暗
唱
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
大
会
は
、
英
語
力
を
身
に
つ

け
、
自
己
主
張
で
き
る
児
童
生
徒

の
育
成
な
ど
を
目
的
に
、
毎
年
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
会
に
は
、
市
内
の
小
学
生
10

人
、
中
学
生
11
人
が
参
加
。
物
語

や
作
文
を
英
語
で
暗
唱
し
、
英
語

力
を
競
い
ま
し
た
。

【
中
学
生
の
部
】
最
優
秀
賞
：
木
下

美み

く空
さ
ん
（
飯
野
中
2
年
）

【
小
学
生
の
部
】
最
優
秀
賞
：
山
下

日ひ
ま
り葵
さ
ん
（
加
久
藤
小
5
年
）

小中学生英語暗唱大会

英語暗唱力を競う
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（短歌）竹下妙子さん☎ 37 ｰ 3056　（俳句）松山良文さん☎33 ｰ 4904　（詩）ポエム同好会（石井高子さん）☎ 33 ｰ 0010まで

心の一首一句 あなたもつくってみませんか。

山
茶
花
の
薄
紅
色
の
美
し
く

一
輪
挿
し
に
凜
と
咲
き
い
る
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
治
木
シ
ズ

　

弥
生
の
空
も
草
の
芽
に
も
春
の
息
吹
き
を
感
ず
る
頃
と
な
り
、
椿
科
の
山
茶
花
も
秋
か
ら
冬

に
か
け
て
白
花
を
は
じ
め
色
と
り
ど
り
の
花
が
咲
く
。

　

三
寒
四
温
の
風
雨
に
耐
え
凜
と
咲
く
山
茶
花
に
感
動
と
、
い
と
し
さ
を
覚
え
作
者
の
自
然
に

対
す
る
心
の
や
さ
し
さ
が
表
れ
た
詠
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
（
評
：
竹
下
妙
子
） 

短
歌境

内
の
鉄
の
砲
弾
山
笑
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
山
夢
真

　

昔
は
白
鳥
神
社
に
力
自
慢
が
集
ま
り
重
さ
80
㎏
の
砲
弾
で
腕
力
を
競
っ
た
そ
う
だ
。（
自
註
）

俳
句詩詩友

の
心
が　

も
う
一
杯
を
誘
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
幸
一

障
子
を
閉
め
て
焼
酎
を
飲
ん
で
い
る

車
が
庭
に
停
ま
っ
た
気
配　

黙
し
て
飲
む
・
・

一
呼
吸
置
い
て
「
居お

い
な
～
」
の
呼
び
掛
け
に

「
居お

っ
ど
」
の　

や
り
と
り
で
障
子
を
開
け
る

聞
き
慣
れ
た
声
の
主
が　

そ
こ
に
・
・
・

椎
茸
菌
を
打
っ
た
ク
ヌ
ギ
四
本
と

彼
が
始
め
て
漬
け
た
と
言
う
高
菜
の
漬
け
物
を

横
座
に
居
な
が
ら
頂
戴
し
た

有
難
う
に
感
謝
を
添
へ　

冷
え
る
夕
刻

詩
吟
「
寒
梅
」
を
一
節
吟
じ

自
分
の
口
と　

友
の
心
に
も
う
一
杯
を
注
ぐ

環霧島会議とは、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎
両県の５市２町で構成され、県境を越えて連携し
地域活性化を図ります。環 霧 情 報

小林市えびの

 えびの市観光協会
☎35-3838

● 日時＝４月9日（日）　午前8時30分～
● 場所＝エコミュージアムセンター駐車場
● 内容＝登山客の安全を願って神事などが行われます。

山開き

なかよし認定こども園は、全
保護者が、家庭教育学級生です。
毎年、たくさんの学級生が参加
できるように、アンケートでした
いことを募り、協力員4人と園長
先生、学級主事の先生で、企画
を立てています。今年は、「保護
者向けの講座」や「親子で参加
できる企画」を多く取り入れ、楽
しい雰囲気の中で、年間「11講
座」があっという間に終わりまし
た。
保護者向けの講座では、「災害
への対処」や「人権について」
学習し、専門の講師を招いて「ア

ロマせっけん作り」などに挑戦し
ました。「家庭教育講演会」の「笑
う門には、美もくるよ」での「笑
顔でいることが美肌につながる
よ」というお話が、母であり、女
性である私にとって、今も励み
になっています。親子で参加した
「味噌作り」「いちごロールケー
キ作り」などでは、親子の会話も
弾み、交流も深まりました。
今後も保護者が子育てに関し
て話し合える場、知識を学べる
場、子どもと遊べる場を提供し、
学級生の交流が深められるよう
にしていきたいと思います。

家 学庭 教 育 級 信通

なかよし認定こども園
家庭教育学級長

常
じょうみょう

明  秋
しゅうか

華さん

味噌作りは 2日間かけて行いました

 こばやしマルシェ実行委員会事務局（地方創生課内）
☎23-1148

● 日時＝４月9日（日）　午前9時～午後1時
● 場所＝駅南公園（小林駅南側）
● 内容＝小林の食・体験を一堂に集めたイベントです。旬

の農産物、こだわりグルメ、さまざまなワークショッ
プなどでお楽しみください。

第3回こばやしマルシェ

金型部品のミガキ作業

福元駿
しゅんすけ

亮さん

所在地
えびの市大字小田 1350
番地

生産拠点

［国内］愛知・熊本・宮
崎
［国外］インドネシア・
ベトナム

開設 平成 3年

従業員
44 人（グループ全体 
150 人）

電話番号 35-2931

　

市
で
は
、
市
内
の
事
業
所
情
報
を
市
民
に
提
供
し
地
元
企
業
の
認
知
度
を
高
め
、
市
内
事
業
所
へ
の
就

業
先
選
択
の
拡
大
を
図
る
た
め
に
、
5
月
か
ら
掲
載
を
希
望
す
る
事
業
所
の
募
集
を
行
い
、
紹
介
し
て
き

ま
し
た
。
来
年
度
の
広
報
え
び
の
で
も
5
社
程
度
の
紹
介
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
市
観
光
商
工

課
企
業
誘
致
・
商
工
振
興
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
☎
３
５
‐
3
7
2
7
（
直
通
）

【事業所規模】

会社概要

　平成3年に宮崎工場を開設した株式会社名
古屋精密金型は、「高める」を社是に、プラス
チック成型用金型の設計・製造を行っていま
す。自動車のヘッドランプやリアコンビネー
ションランプ（自動車後部のランプ）の金型
製造を行っています。
　名古屋精密金型は、愛知・熊本・宮崎・イン
ドネシア・ベトナムに生産拠点を持ち、各生
産拠点で、営業・設計・製造・金型メンテナン
スを行うことができます。拡大する需要に応
えるだけでなく、金型輸送に掛かる経費削減
や時間短縮・迅速な対応・災害によるリスク分
散など、信頼とサービスに繋がる生産体制を
つくっています。
　また、社員の「高める」意識を継続させる
ために、「改善報告活動」や「海外実習生受入
制度」など、さまざまな活動や制度、研修を
設けています。活動等を通して、「自ら考え自
ら行動出来る人」の育成に力を入れています。

　金型をつくる仕事がしてみたいと思い
入社しました。他の人との連携で一つの
金型が出来上がることに、とてもやりが
いを感じています。作業では、自分の担
当に責任を持ち、自分の行った工程での
チェックは徹底しています。工場の中に
はさまざまな機械があるので、うまく扱
えるように頑張っていきます。

働く人の声

株式会社名古屋精密金型

仕上工程での溶接作業
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厚
生
労
働
省
が
実
施
し
た
平
成
26

年
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
に
よ
る
成
人

1
日
の
食
塩
摂
取
量
の
平
均
値
は
10
・

0
g
で
す
。
こ
の
10
年
間
で
み
る
と
、

食
塩
摂
取
量
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
日
本
人
の
食
事
摂
取
基

準
（
2
0
1
5
年
版
）
で
は
、
1
日
の

ナ
ト
リ
ウ
ム
（
食
塩
相
当
量
）
の
目
標

量
は
、
成
人
男
性
8
・
0
ｇ
未
満
、
成
人

女
性
7
・
0
ｇ
未
満
で
す
の
で
、
食
塩

を
取
り
す
ぎ
て
い
る
状
況
と
い
え
ま
す
。

さ
ら
に
、
高
血
圧
治
療
中
の
減
塩
目
標

の
味
を
際
立
た
せ
て
く
れ
ま
す
。独
特

の
風
味
や
香
り
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、

薄
味
を
う
ま
く
カ
バ
ー
し
ま
す
。

○
練
り
製
品
や
加
工
食
品
、
漬
け
物
、

佃
煮
、
調
理
済
み
食
品
な
ど
に
も
食
塩

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
食
品

が
重
な
ら
な
い
よ
う
な
と
り
方
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

　

徐
々
に
食
塩
を
取
る
量
を
減
ら
し
て

い
く
と
薄
味
に
慣
れ
、
お
い
し
く
感
じ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。食
事
の

際
に
、
減
塩
の
ポ
イ
ン
ト
を
何
か
一
つ

で
も
取
り
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
文
：
市
健
康
保
険
課 

後
藤
栄
養
士

いきいき! 健康
H e a l t h y  L i f e

少
し
意
識
し
て
食
塩
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う

は
6
・
0
ｇ
未
満
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

食
塩
の
取
り
す
ぎ
は
、
高
血
圧
を
は

じ
め
と
し
た
生
活
習
慣
病
に
深
く
関

わ
っ
て
き
ま
す
の
で
、
ち
ょ
っ
と
意
識

し
て
食
塩
を
減
ら
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
減
塩
の
ポ
イ
ン
ト
】

○
鮮
度
の
良
い
食
材
は
素
材
そ
の
も
の

で
も
お
い
し
い
で
す
。特
に
旬
の
も
の

は
栄
養
も
う
ま
味
も
十
分
な
の
で
、
薄

味
で
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。

○
辛
料
、
酸
味
・
香
味
野
菜
等
を
利
用

す
る
と
味
に
め
り
は
り
が
つ
き
、
素
材

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
す
べ
て
の
契

約
に
適
用
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。３
０
０
０
円
未
満
の
現
金
取
引
や

通
信
販
売
な
ど
解
約
で
き
な
い
も
の
も

あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
宮
崎
県
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
か
市
民
環
境
課
生
活
環
境
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
都
城
支
所

☎
0
9
8
6
‐
24
‐
0
9
9
9

市
民
環
境
課
生
活
環
境
係

☎
35
‐
3
7
3
1
（
直
通
）

　
　
　

　
　
　
文
：
市
民
環
境
課
生
活
環
境
係

くらしのメモ
N o t e  o f  L i v i n g

知
っ
て
い
ま
す
か「
ク
ー
リ
ン
グ・オ
フ
」

　
「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
」
と
は
、
契
約

し
た
後
、
冷
静
に
考
え
直
す
時
間
を
消

費
者
に
与
え
、
一
定
期
間
内
で
あ
れ
ば

無
条
件
で
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で

き
る
特
別
な
制
度
の
こ
と
で
す
。

　

契
約
は
、
一
度
成
立
す
る
と
そ
の
契

約
に
拘
束
さ
れ
、
お
互
い
に
契
約
を
守

る
の
が
原
則
で
す
が
、
こ
の
原
則
に
例

外
を
設
け
た
の
が
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

制
度
で
す
。

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
通
知
は
必
ず

書
面
で
行
い
ま
す
。は
が
き
な
ど
の
書

面
に
契
約
年
月
日
・
商
品
名
・
契
約
金

額
・
会
社
名
・
担
当
者
な
ど
の
項
目
を
記

入
し
て
、
控
え
の
た
め
に
書
面
の
両
面

を
コ
ピ
ー
に
取
っ
た
う
え
で
、「
特
定

記
録
郵
便
」
ま
た
は
「
簡
易
書
留
」
な

ど
の
記
録
が
残
る
方
法
で
送
っ
て
く
だ

さ
い
。ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
を
し
て
い
る

場
合
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
と
販
売
会

社
へ
同
時
に
通
知
し
ま
す
。

　

は
が
き
の
コ
ピ
ー
と
郵
便
局
の
受
領

証
は
、
５
年
間
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33 ‒0110

えびの消防署 ☎ 33 ‒6119

7月の交通事故発生状況
人 身 6件 本年累計 65件
物 件 25件 本年累計 195件

空き巣や自転車盗にご用心

設置していますか火災警報器

消防署では、住宅用火災警報器の設置状況の把握
とより効果的な普及啓発のため訪問調査を実施

します。
【調査開始日】4月1日
【調査対象】えびの市の全世帯（戸建て住宅および共同
住宅など）※自動火災報知設備およびスプリンクラー
設備等が設置されている共同住宅は対象外
【訪問調査員】西諸広域「えびの消防署」の消防職員
【調査方法】消防職員が戸別訪問し、玄関先で聞き取
り調査説明を行います。※服装は、制服または消防
職員の活動服で、身分証明（消防手帳等）を必ず携帯
しています。

宮崎県内において、依然として空き巣・自転
車盗などの窃盗事件が発生している状況

です。
　昨年、えびの市内でも窃盗事件が発生してい
ます。
　被害に遭わないために、外出時には、玄関、勝
手口など、もう一度室内の戸締りを確認し、被
害防止に努めましょう。家を留守にするときに、
近所の人に声をかけるようにしましょう。
　また、自転車には必ず鍵をかけましょう。
　「しまった」と思う前にもう一度確認をする
ように心掛けましょう。

2月の活動状況
［えびの消防署管内］

火 災 2件 年 計 3件
救 急 65件 年 計 149件

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33 ‒0110

えびの消防署 ☎ 33 ‒6119

2月の交通事故発生状況
人 身 3件 本年累計 8件
物 件 32件 本年累計 53件

　
早
い
も
の
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
え
び
の
市
に
着
任
し
て
も
う
す
ぐ

３
年
に
な
り
ま
す
。京
都
で
料
理
人
を

し
て
い
た
私
で
す
が
、
安
全
安
心
で
お

い
し
い
食
を
提
供
す
る
た
め
に
は
素
材

作
り
か
ら
と
思
い
、
そ
れ
を
実
践
で
き

る
場
と
し
て
ご
縁
の
あ
っ
た
え
び
の
市

に
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。

　

え
び
の
市
に
住
ん
で
み
る
と
、
温
泉

は
あ
る
し
、
人
は
温
か
く
、
空
気
が
き

れ
い
で
水
と
お
米
が
お
い
し
い
、
夏
は

涼
し
く
冬
は
短
い
、
と
生
活
す
る
に
は

い
い
こ
と
ば
か
り
で
す
。た
だ
梅
雨
だ

け
は
厳
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
不
便
で
は
」
と
よ
く
聞
か
れ
る
の

で
す
が
、
生
活
す
る
た
め
に
必
要
な
も

の
は
市
内
で
揃
い
ま
す
し
、
街
に
い
た

と
き
よ
り
も
無
駄
遣
い
が
減
っ
て
ち
ょ

う
ど
い
い
ぐ
ら
い
で
す
。

　

協
力
隊
活
動
と
し
て
は
、
え
び
の
手

づ
く
り
市
や
料
理
教
室
の
主
催
、
そ
の

他
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
や
手

伝
い
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

定
住
の
た
め
に
は
空
き
家
の
改
修
、

田
ん
ぼ
や
畑
づ
く
り
、
ヤ
ギ
の
飼
育
、

お
店
の
立
ち
上
げ
な
ど
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
ま
だ
ま
だ
落

ち
着
け
ま
せ
ん
。一
昨
年
に
は
子
ど
も

も
授
か
り
、
さ
ら
に
忙
し
く
な
り
ま
し

た
。

　

鎌
も
ほ
と
ん
ど
握
っ
た
こ
と
の
な
い

田
舎
暮
ら
し
初
心
者
の
私
が
何
と
か

や
っ
て
こ
れ
た
の
は
、
多
く
の
人
に
親

切
に
し
て
い
た
だ
い
た
か
ら
だ
と
感
謝

し
て
い
ま
す
。3
月
で
協
力
隊
の
任
期

を
終
え
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
え
び
の

の
役
に
立
て
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
　

　
　
　
　
　
　
　
文
：
木
戸 

悠ゆ
う
す
け輔

隊
員

C o m m u n i t y  b u i l d i n g

え
び
の
で
の
３
年
間
と
こ
れ
か
ら

地域おこし協力隊の活動紹介

地域おこし活動
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宮崎県民が普通だと思っていても、他県民からは全く理解
できない風習や食べ物、言葉を紹介。

　チキン南蛮、宅習、みやざき犬、タオラー、読み声、日向
時間など宮崎県民なら思わず「あるある」とうなずいてしまう
キーワードから、宮崎県民でも知らない意外なモノの日本一
など宮崎県の魅力をギュッと詰め込んだこの一冊。読めばま
すます宮崎が好きになる、そんな本です。

髙木洋志／著
（TOブックス）

ソフィーとお母さんがお茶の時間にしようとしている
と、突然玄関のベルが鳴ります。立っていたのは毛む

くじゃらのとら。礼儀正しいとらを、慌てることなく招き
入れるお母さん。次々に食べ物をすすめ、とうとう家中の
食料がなくなってしまい・・・。帰ってきたお父さんの提
案に、心がほんわか温かくなります。洋服の色使いもすて
きで、デザイン好きの人にもお勧めです。

おちゃのじかんにきたとら

ジュディス・カー／作・絵
（童話館）

◎お知らせ

年間多読者表彰式
●日時＝4月22日（土）　午後1時30分～
●場所＝市民図書館
●内容＝年間を通じて、市民図書館の本をたくさん読
んだ人を表彰します。

えびの市民図書館
☎35-0242  http://ebino-city-lib.jp/

おすすめの一冊

■開館時間■　火曜日～土曜日／午前9時～午後7時　日曜日・祝日／午前9時～午後5時 
■休 館 日■　毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）　

○「堤防釣り」　  ケイエス企画 編　主婦の友社　
○「こんなにいっぱいトランプ手品」　平岩 白風 著　金園
社　
○「るるぶ九州’18」　JTBパブリッシング　
○「0歳からのワクチン接種ガイド」　 薗部 友良 監　日経メ
ディカル開発
○「主君」　 高殿 円 著　文藝春秋

※おはなし会：乳幼児10：30 ～ 11：00、4歳以上11：00 ～ 11：30
※移動図書館巡回：①「飯野駅前地区体育館→飯野出張所」②「麓橋団地→
自衛隊官舎」③「岡元小学校→市立病院→さくら苑」④「老人福祉センター」
⑤「飯野地区コミュニティセンター→警察署官舎」

◎4月のスケジュール
月間行事 複製絵画展2017（歴史民俗資料館4/1 ～ 4/16）
1 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
3 月 休館日
5 水 移動図書館車巡回③ 14：05 ～ 15：15
6 木 移動図書館車巡回④ 15：30 ～ 15：55
7 金 移動図書館車巡回⑤ 14：05 ～ 15：15
8 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30

土曜シネマ「ピーターパン」ほか 13：30 ～
10 月 休館日
11 火 ブックスタート（1歳児に絵本配布）
12 水 移動図書館車巡回① 14：05 ～ 15：15
14 金 移動図書館車巡回② 15：30 ～ 16：30
15 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
17 月 休館日
19 水 移動図書館車巡回③ 13：15 ～ 15：15
20 木 移動図書館車巡回④ 15：30 ～ 15：55
21 金 移動図書館車巡回⑤ 14：05 ～ 15：15
22 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
24 月 休館日
26 水 館内整理日

移動図書館車巡回① 14：05 ～ 15：15
28 金 移動図書館車巡回② 15：30 ～ 16：30
29 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30

◎「最近入ったお勧め本」

宮崎あるある

雑誌処分展
●期間＝4月22日（土）～ 5月7日（日）
●場所＝市民図書館玄関
●内容＝雑誌、英字新聞などを処分します。英字新聞は
カウンターへお申し込みください。なくなり次第終了し
ます。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
の
広
報
紙
の
記

事
を
一
部
抜
粋
、
修
正
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

よ
ろ
し
く
「
ひ
け
し
号
」

　
京
町
区
に
配
備
さ
れ
た
消
防
ポ
ン
プ
車
が
「
ひ
け

し
号
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
真
幸
小
児

童
に
募
っ
て
い
た
も
の
で
す
。
命
名
し
た
4
人
に
消

防
団
か
ら
お
礼
の
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　       

　（
昭
和
62
年
3
月
号
掲
載
）

作
る
こ
と
は
喜
び
だ

　
2
月
28
日
、
加
久
藤
小
体
育
館
で
、
加
久
藤
地

区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
の
創
作
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　もし、子どもの様子で気になることがあるときは発達障
害者支援センターにご相談ください。
問宮崎県 都城発達障害者支援センター
☎0986-22-2633

平成28年熊本地震災害義援金の受
付期間が延長されました
 日本赤十字社では、平成28年熊本地震で被災された人

を支援するため、義援金を受け付けています。
　この度、受付期間が平成30年3月31日（土）までに延長さ
れました。
　引き続き、皆さんのご支援をお願いします。　
■現金持参の場合
日本赤十字社宮崎県支部えびの地区（えびの市社会福祉協
議会内）の窓口で受け付けます。
※寄附金控除のため受領証を希望する人は、窓口でお申し
出ください。
■金融機関から送金する場合
【銀行】

金融機関名 店名 口座種類 口座番号

肥後銀行 三郎支店 普通 591893

［口座名義］日本赤十字社熊本県支部支部長 蒲島郁夫
※受領証発行を希望する場合は、日本赤十字社熊本県支
部（096-384-2120）にお問い合わせください。
【メガバンク】

金融機関名 店名 口座種類 口座番号

三井住友銀行 すずらん支店 普通 2787530

三菱東京UFJ 銀行 やまびこ支店 普通 2105525

みずほ銀行 クヌギ支店 普通 0620308

［口座名義］日本赤十字社
※受領証発行を希望する場合は、日本赤十字社（03-3437-
7081）にお問い合わせください。
【ゆうちょ銀行】

金融機関名 口座番号 口座名義

ゆうちょ銀行 00130-4-265072 日赤平成28年熊本
地震災害義援金

※ゆうちょ銀行・郵便局窓口での取り扱いの場合、振替手
数料は免除されます。
※受領証発行を希望する場合は、通信欄に「受領証希望」
と記載してください。
問えびの市社会福祉協議会
☎35-2800

自衛隊宮崎地方協力本部小林地域
事務所が移転しました
　3月から自衛隊宮崎地方協力本部小林地域事務所が、小
林市堤から法務局小林出張所の2階に移転しました。
【新住所】宮崎県小林市細野266-1
問自衛隊宮崎地方協力本部 小林地域事務所
☎22-5254

職業訓練の受講生を募集します

　小林公共職業安定所では、就職活動に役に立つパソコ
ンの基礎技術やビジネスマナーを勉強する職業訓練の受
講生を募集します。
【受講対象者】公共職業安定所に求職申し込みをしている
人で、訓練が必要と判断された人 ※原則在職者は除く
【訓練科名】公共職業訓練 ITキャリアアップ科
【訓練期間】6月14日（水）～ 9月13日（水）
【訓練場所】小林高等職業訓練校
【定員】20人
【費用等】受講料無料 ※テキスト代および資格取得のため
の受験料は自己負担
【募集期間】3月28日（火）～ 5月12日（金）
【申込方法】ハローワーク小林に電話でお申し込みください。
　詳しくは、ハローワーク小林にお尋ねください。
申・問ハローワーク小林
☎23-2171
問小林公共職業安定所
☎23-2652

避難情報の名称が変更されました

　平成28年台風10号により岩手県岩泉町で発生した水害
では、高齢者施設において「避難準備情報」の意味が十分
に伝わっておらず、適切な避難行動がとられなかったこと
が課題とされました。
　それを受け、いざという時に「とるべき行動」が分かりや
すいように避難準備情報・避難指示の名称が変更されまし
た。
【変更内容】

変更前 変更後

避難準備情報 避難準備・高齢者等避難開始

避難勧告 避難勧告 ※変更なし

避難指示 避難指示（緊急）

【避難情報ごとの「とるべき避難行動」】
避難情報の種類 とるべき避難行動

避難準備・高齢者等
避難開始

避難に時間のかかる人（お年寄りの
人、体の不自由な人、小さな子ども
がいらっしゃる人など）と、その避
難を支援する人は、避難を開始して
ください。
なお、避難場所への避難が難しい場
合は、近くの安全な場所に避難して
ください。　
それ以外の人は、気象情報に注意し、
危険と思ったら早めに避難してくだ
さい。

避難勧告
速やかに避難を開始してください。
外が危険な場合は、屋内のより安全
な場所に避難してください。

避難指示（緊急）

まだ避難していない場合は、直ちに
避難してください。
外が危険な場合は、屋内のより安全
な場所に直ちに避難してください。

問市基地・防災対策課 基地・防災対策係
☎35-1119（直通）

収入保険制度（農業者対象）の申請
が始まります
　平成30年秋から収入保険制度（農業者対象）の申請が

始まります。収入保険制度とは、品目の枠にとらわれず、
経営全体が対象となり、自然災害による収量減少だけで
なく、価格低下なども含めた収入減少を補てんするもの
です。
【制度の主な仕組み】
・青色申告を行っている農業者（個人・法人）が対象 
※5年以上の青色申告実績がある人が基本ですが、青色
申告の実績が1年分あれば、加入できます。
・当年の収入が基準収入の9割を下回った場合に、下回っ
た額の9割（支払率）が補てんされます。
※「掛け捨て方式」に「積み立て方式」を組み合わせるか
どうかは選択できます。
・保険料、積立金を支払って加入します（任意加入）。
※農業共済やナラシ対策などの類似制度については、ど
ちらかを選択して加入することになります。
問九州農政局 宮崎県拠点地方参事官室
☎0985-24-2365
問宮崎県農業共済組合連合会 企画情報課
☎0985-27-4289

4月2日は世界自閉症啓発デーです

　「世界自閉症啓発デー」は、平成19年2月に国連総会で決
議され、自閉症について、家庭や社会全体の理解が進むよ
うに意識啓発の取り組みを図ろうとするものです。
　また、わが国では4月2日から8日までを「発達障害啓発
週間」とし、自閉症をはじめとする発達障害への理解促進
のための啓発活動を行っています。
　自閉症の特徴として、言葉の発達の遅れ、コミュニケー
ションの障害、こだわり、パターン化した行動などがあり、3
歳までには何らかの症状が見られます。
　自閉症は、自分の殻に閉じこもっている状態や親のしつ
け、教育が原因だと思われることがありますが、これは正
しくありません。自閉症は、脳機能の障害によるものと考え
られています。
　発達障害には自閉症の他に、広汎性発達障害、注意欠
陥多動性障害などがありますが、いずれも早期発達支援が
大切です。発達障害に早く気づき適切な療育・支援を行うこ
とで、社会に適応する能力を身に付けることができ、よりよ
い成長につながります。
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自衛隊のヘリ搭乗体験に行きました。小林から高原
方面への飛行でした。普段見ることができない風

景で、とても感動しました。（東）

入庁して早くも1年がたとうとしています。広報担当に
なり、1年間でたくさんの人と出会い、話をすること

ができました。ありがとうございました。4月からの新た
な出会いにもドキドキワクワクしています。（久保田） 

人　口 18,964人（前月比-134人）

男性／ 8,919人（-80人）　女性／ 10,045人（-54人）

転入／ 45人　転出／ 164人
出生／ 9人　死亡／ 24人

世帯数 8,450世帯（前月比-116世帯）
（平成29年3月1日現在）

E
d
ito

r's

束ねて同一資材でしばってお持ち込みください。
【集積日】

集積日 集積する廃プラ類

4 月 18 日（火） 塩化ビニル（農ビ）

5 月 16 日（火） ポリフィルム（農ポリ・農 PO）

6 月 20 日（火） 塩化ビニル（農ビ）

7 月 18 日（火） ポリフィルム（農ポリ・農 PO）

8 月 15 日（火） 塩化ビニル（農ビ）

9 月 19 日（火） ポリフィルム（農ポリ・農 PO）

10 月 17 日（火） ポリフィルム（農ポリ・農 PO）

11 月 21 日（火）  ポリフィルム（農ポリ・農 PO）

12 月 19 日（火） 塩化ビニル（農ビ）

平成 30 年 1 月 16 日（火）ポリフィルム（農ポリ・農 PO）

2 月 20 日（火） 塩化ビニル（農ビ）

3 月 20 日（火） ポリフィルム（農ポリ・農 PO）

【用語の説明等】

用語 説明等

塩化ビニル ハウス用塩化ビニル

ポリフィルム マルチ、ラップフィルム、肥料袋

農ポリ
農業用ポリエチレンフィルム（従来から農

業用フィルムとして利用されてきたもの）

農 PO

農業用ポリオレフィン系特殊フィルム（農

ポリを改良したもので、ハウスの被覆資材

として用いられる）

【集積場所】えびの市一般廃棄物最終処分場（えびの市大
字坂元662番地）
【集積時間】午前9時～午後4時
問市畜産農政課 農産園芸係

☎35-3744（課直通）
問JAえびの市 農産園芸課
☎33-5756

軽自動車税は納期限内に納めましょ
う
　軽自動車税は、毎年4月1日現在で、宮崎運輸支局に登
録されている軽自動車や126㏄以上のバイク、市町村で
登録されているバイク（125㏄以下）や小型特殊自動車
を持っている人に課税されます。
　軽自動車等の所有者は、5月31日（水）までに軽自動車
税を納めてください。市役所または金融機関、各コンビ
ニエンスストアでも軽自動車税を納めることができます。
詳しくは、納税通知書をご覧ください。
　もし、5月中旬までに納税通知書が届かないときは、市
税務課までお問い合わせください。
　なお、障がい者のために使用する軽自動車について、
一定の要件に該当する場合は、5月31日（水）までに申請
すれば、軽自動車税の一定額が減免されます。
問市税務課 市民税係
☎35-3734（直通）

おわびと訂正

　広報えびの2月号のまちのわだい『ミュージカル「猫のあ
ーちゃん」』で公演を行った団体を「えびのミュージカル」と
紹介していましたが、正しくは「劇団・えびのミュージカル」
です。
　おわびして、訂正します。
問市企画課 情報係
☎35-3714（直通）

◎今月の 表 紙
　2 月23 日、真幸・加久藤小学校
で福岡ソフトバンクホークスのOB
によるキャッチボールキャラバン
in えびのが行われました。野球教
室は、新垣さん、大野さんとのハイ
タッチで終わりました。

広報えびの「企業ウォッチング」への
掲載事業所を募集
　市では、事業所を広くPRし、就労を推進するために市
広報の中で事業所紹介を平成28年度から行っています。
　平成29年度も引き続き行いますので、掲載を希望する
事業所はご応募ください。
【掲載内容の概要】事業所で働いている人への取材を通
じて事業の特色・魅力を紹介
・1号につき1社を紹介します。
【募集企業】｢えびの市内事業所情報の広報紙掲載要領」
に定める掲載基準を満たし、以下に該当する事業所
・従業員等への取材にご協力いただける事業所
・法人で、市内に本社または事業所、工場等を有し、平成
29年度以降採用予定のある企業
【掲載事業数】5社程度（定数になり次第締め切り）
【掲載料】無料
【申込方法】申込書に必要事項を記入のうえ、市観光商工
課へ持参するか、郵送、ファックスで提出してください。
申込書は市観光商工課で配布しています。また、市ホー
ムページ（ http://www.city.ebino.lg.jp/）からもダウン
ロードできます。
【申込期限】5月26日（金）※定数に達しない場合は、受
け付けを継続します。
申・問市観光商工課 企業誘致・商工振興室
☎35-3727（直通）
〒889-4292　えびの市大字栗下1292番地
FAX 35-0401

よろいかぶとを着てみよう！

 5月5日は端午の節句です。昔から子供の成長を願う日

として、全国各地でさまざまな風習が受け継がれていま
す。市歴史民俗資料館では、現在まで受け継がれたふる
さとの行事や歴史を知ってもらうため、よろい・かぶと
の着用体験を行っています。女の子には、陣羽織を用意
しています。
　この機会に、ぜひ、ご参加ください。
【開催日時】4月22日（土）午後1時～午後2時
【場所】市歴史民俗資料館 展示ホール
【対象者】5歳～小学生
【定員】15組 
【内容】よろい・かぶと・陣羽織を身に着けて写真撮影が
できます。※カメラは各自でご用意ください。
【申込期限】4月13日（木）
【申込方法】市歴史民俗資料館に電話でお申し込みくだ
さい。※募集定員になり次第締め切ります。
申・問市歴史民俗資料館
☎35-3144

農業用廃プラの適正な処理をしてく
ださい
　平成29年度農業用廃プラの集積は、毎月第3火曜日に
実施します。月ごとに「塩化ビニル（農ビ）」と「ポリフィ
ルム（農ポリ・農PO ）」に分けて行います。
　農業用廃プラは産業廃棄物です。「廃棄物の処理及び
清掃に関する法律」では、農業用廃プラは農業者の責任
で適正に処理しなければならないことが義務付けられて
おり、不法焼却（野焼き）、不法投棄は禁止されています。
また、一般ごみとして美化センターへ持ち込みすること
もできません。
　集積された廃プラは、再生処理施設に運ばれ、粉砕・洗
浄・乾燥後、再生原料になります。農業用廃プラを集積所
に持ち込む際は、耳ひも・金具をとり、土やごみを落とし、

今月の納税

納税は口座振替が便利です。
手続きは、金融機関または市役所でできます。
※通帳と銀行印を持参してください。
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写真：ツクシショウジョウバカマ（撮影：平成28年４月19日）

足元でひっそりと

発行／えびの市役所　編集／企画課情報係　
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ツクシショウジョウバカマ
Heloniopsis Orientalis var.breviscapa ユリ目 ユリ科 ショウジョウバカマ属


